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～ご挨拶～ 

湘南桜友会会長 高澤 寛(昭和 35 年政経学部) 

今年も残すところ１か月となりましたが会員の皆

様方には、ご清祥にてお過ごしのことと拝察申し上

げます。誠に残念ではありましたが幹事の飯塚哲朗

氏、御厨東明氏お二方がお亡くなりになりました。

湘南桜友会にとってかけがえのない方々でした。心

からご冥福をお祈り申し上げます。 

さて11月14日平成27年度秋季全国支部長会が開

催されました。東園桜友会長、内藤学習院長のご挨

拶の後大分桜友会大谷会長より本年行われました

77 回公開講演の報告、そして来年岩手で開催され

ます 78 回公開講演の案内があり、続いて桜友会本

部より本年度の活動報告などと続きました。その後、

来年発足致します新学部、国際社会科学部について

お話があり各方面より大いなる関心を呼んでいる状

況、入学希望者の問い合わせ等を含め非常に盛り上

がりを見せている様子が伺えました。久しぶりに学

習院の新たな姿を確信できる年になるかもしれませ

ん。更に本年総会でご講演いただきました井上大学

長より入学志望者促進の活動についてお話があり、

オープンキャンパスへの参加を是非呼びかけて欲し

いと要請がございました。年 3回のオープンキャン

パスを実施するなかで、一度目白のキャンパスに足

を踏み入れると、成程いい環境だ、この中で学びた

い、という意欲がわいてくる学生が多く、それが入

学志望につながり、結果入学者が増えるということ

です。井上学長の情熱あふれるお話にいつも感心さ

せられます。湘南桜友会をあげてサポートして参ら

ねばと思いました。皆様方も周りに大学受験生がい

ましたら、今一度学習院のピーアールをしましょ

う。 

湘南桜友会の行事について報告いたします。来年

1月31日新春落語会を催します。前座の柳亭市丸、

林家はな平、古今亭文菊、柳家喜多八の４人を迎え

市民会館で開催いたします。お誘いあわせのうえ多

数の方々のご来場をお待ちいたしております。これ

を聞かないと新春は始まらないという楽しい会です。

また５月には、湘南桜友会総会を開催いたします。

役員の改選、新規会員加入等多々議題もありますの

で是非ご出席くださいますようお願いいたします。 

来年もよろしくお願い申し上げますとともに皆様

方のご多幸とご健勝を心よりご祈念申し上げます。 

 

～第 3 回湘南新春落語会～ 

 

 

本年度度で第３回を迎えます当会主催の「新春落

語会」は藤沢市の後援を得て、会場を藤沢市民会館

に移し下記のとおり開催いたします。今回は前２回

の出演者に加え、同窓の先輩の柳家喜多八師匠もお

招きし、大学落語研究会の前座も加え豪華メンバー

の会となりました。特に湘南桜友会の目的とする地
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域社会に寄与する趣旨からも、藤沢市の老人会から

３０名の方をお招きすることにしました。 

ご家族ご友人お誘いあわせの上ご参加をお願い申

し上げます。 

記 

日時：平成 28 年１月 31 日（日）開演 14 時 

会場：藤沢市市民会館内第一展示集会ホール 

木戸銭：お一人 1,800 円（全席自由） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

～故飯塚哲郎 元役員 （昭和 37 年政経学部）を

偲んで～ 

中野長司(昭和 50 年法学部) 

私が初めて飯塚さん

とお会いしたのは、学

習院が幹事校を務めた

翌平成２２年のＳＵＣ

でした。偶々隣の席に

なり、席に着くやいな

や「私は 9 月から 10

月は何時もウィーンに

行っているので、ＳＵ

Ｃには参加した事が無いんです。」とぬかす（仰っ

た）ので、何て気障なオヤジなんだ、というのが最

初の印象でした。が、その後学習院院歌の作曲者の

信時潔や戦前インテリ層に人気のあったドイツタン

ゴのゲッツィなど、余り一般的でない音楽の話で盛

り上がり、すっかり意気投合してしまいました。そ

の後も、拙宅にお出で頂き蓄音器で音楽を聴いたり、

保守論客の講演会を開催している「鎌倉の教育を良

くする会」参加後に食事をご一緒したりと、親しく

お付き合いをさせて頂いて居りました。昨年の 11

月末に県の講演会を欠席された時には、ちょっと体

調を崩されてとの事でしたので、5 月 28 日にお亡

くなりになられたと伺った時には本当にびっくり致

しました。「僕は万年青年です」というお言葉通り

の方で、長いお付き合いをと思って居りました。と

ても寂しく残念でなりません。 

飯塚さんの少年のような屈託の無い満面の笑顔が今

でも目に浮かびます。心よりご冥福をお祈り致しま

す。 

～故御厨東明 役員 (昭和 39 年大学政経学部)を

偲んで～ 

浦田憲一（昭和 37年政経学部） 

9 月 4 日に、あまりに突

然の悲報に接して信じるこ

とができませんでした。 

生前のあなたを知る人は

公私ともに暖かい人柄で

旅行委員として会を支えて

頂いたばかりか、学習院バ

スケットボール部ＯＢ・ＯＧ

会 幹事長や茅ヶ崎市東

海岸自治会長として母校と地域活動にも幅広く貢献され

ましたことをいつまでも忘れません。 

心より感謝申しあげます。安らかにお眠りください。 

そしてこれからも我々をお見守りください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

～会員の紹介～ 

西五辻信幸(昭和 53 年経済学部) 

私は男二人兄弟の次男

ですが、兄は初等科から

高等科まで、私は初等科

から大学までと両人共に

学習院には大変お世話に

なりました。私はお世辞

にも勉強は余り得意では

無かった反面、体はいた

って健康で有った為、初

等科は剣道、サッカー、中、高等科はサッカー、ラ

グビー、大学は輔仁会のスキー部とスポーツは色々

と経験する事が出来ました。特に、スキー部時代は

三笠宮寛仁、憲仁両親王殿下が先輩でいらっしゃり、

大変お世話になり、特に弟の高円宮殿下、妃殿下は

私の結婚式の主賓としてご臨席賜りました。しかし、

お二人共既にこの世におられない事は非常に残念で

なりません。 

私は大学を卒業し、早や４０年近くになりますが、

一番と強く感じているのは一番下からでは無く、途

中から入学して来る学生達に差別無く接してくれる

事ではないでしょうか。これは、我校の学生数が他

の一貫性私立校と比べ比較的少ない事が理由かと私
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は思っております。一方で、途中から他校に受験し

ていった方とも卒業しても同じ仲間として付き合う

事が出来るのもとても良い事ではないでしょうか。

こう言うとても良い学校なのですが、近年都市部以

外からの入学希望者が減少の傾向が強いとの話しを

伺い、これは卒業生の一人としましては、非常に残

念な事と感じます。 

私も今年還暦を迎え、後どの位の期間を“現役”

として働けるかは分かりませんが、残りの人生はお

世話になった母校や皆様方への恩返しに勤めてまい

りたいと痛感しており、この為にも湘南桜友会にも

参加し出来るだけ頑張って行きたいと存じますので、

どうぞ宜しくお願い申しあげます。 

～会員の紹介～ 

後藤直(昭和 48 年文学部) 

昭和２４年５月生まれ

の６６歳。出身は、山形

県、酒田市。育ちは、神

奈川県、但し父の転勤で

小学校は、三つ行ってま

す。 

学生時代は、自称理科

系を自認していたのです

が、浪人時代に、ハタと

自分は文科系かな？との

思いがよぎり、大学の部

活では、古典芸能の謡曲＆仕舞に親しみ、サラリー

マン時代は、概ね美術の展示企画販売を経験させて

いただきました。現在は、定期刊行雑誌の出版社に

て、総務業務を担当、定年後は、嘱託として朝早く

から夜遅く？迄勤務させて戴いております。 

個人的には、昨年末に三十になる娘の腎移植のド

ナーとなり、節制？に努めております。そんな訳か

ら、当湘南桜友会の清郷伸人さんが主宰されておら

れる「湘南医療を考える会」に先日、加入させてい

ただきました。横浜におります老母の介護？と勤務

と多摩市にいるチワワの世話と楽しく過ごさせてい

ただいております。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

～新入会員報告～ 

 平成27年度、新たに3名の方々が入会されました。 

氏名 卒年・学部 地域 

日名子 和夫 昭和 30 年 政経学部 海老名市 

小林 理恵子 昭和 61 年 文学部 藤沢市 

山成 昭造 昭和 33 年 政経学部 東京都 

 

[平成 27 年度事業報告] 

 

～地引網大会～ 

去る８月１日に行われた地引網大会は、今回で１

０回目となりました。当日は晴天に恵まれ、参加者

は会員とご家族、友人等大人６２名、お子様２８名、

合計９０名と、多くの方々にお出で頂きました。今

年はシラスが大漁で、昨年から始めたスイカ割りも

とても好評でした。 

来年度も行いますので、さらに多くの皆様のご参

加をお待ちして居ります。 

～第 19 回ＳＵＣ親睦交流会～ 

平成２７年９月２７日（日）神奈川大学の幹事校

で開催され、１６校１４６名の参加で、当会からは 

竹内名誉会長、高澤会長ほか総勢１２名が参加いた

しました。第一部は現岩手県遠野市長の本田敏秋氏

による「震災とコミュニティを考える」と題した講

演で、南海・東南海沖地震も予想される湘南地区に

も大変参考になるお話でした。 
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第二部は親睦交流会となりましたが、青山学院校

友会の副支部長が５０年あまり前に竹内名誉会長が

フジテレビ時代に採用した方で偶然再会したといっ

た交流もありました。 

次回第 20 回ＳＵＣは立教大学の幹事校で実施の

予定です。 

ＳＵＣは、「湘南ユニバーシティクラブ」の略です。 

 

～湘南を巡るゴルフ大会～ 
10 月 30 日(金)に「湘南を巡るゴルフ大会」が小

田急藤沢ゴルフクラブで行われました。今回で 10

回目となり、去年に引き続き鎌倉桜友会からもたく

さんの方に参加をいただきました。総勢 5 組 20 人

（最高齢 84 歳）そのうち 6名が女性で華やかで和気

藹々とした雰囲気で楽しくプレーをすることができ

ました。来年10月28日(金)、第11回の大会を行う

予定です。 

今年に引き続き多くの参加をお待ちしています。 

 

～バス旅行～                                              

平成２７年１１月２６日（木）「秋の紅葉狩りバス旅

行」は、会員・ご家族３１名が参加され、奥多摩で

は霧に煙る御岳渓谷の岸に佇む玉堂美術館を訪れ、

銘酒澤乃井の直営店「豆らく」で紅葉を眺めながら、

豆腐尽くしの昼食を満喫。午後は雨上がりの小江戸

川越の蔵造りの街並みや醤油蔵を見学後、新座市の

禅寺平林寺の燃え立つような紅葉林を散策しまし

た。 

旅行会幹事長として、この旅を計画され下見を済

まされた直後に急逝された御厨幹事のご冥福を祈り

つつ、お人柄を偲びながらの思い出深い晩秋の一日

となりました。 

[平成 27・28 年度事業計画・サークル活動予定] 

＜平成 27 年＞ 

12 月 01 日(火) 「第 22 号会報発行」 

12 月 02 日(火) 「秋季ウオーキングの会」 

12 月 12 日(土) 「クリスマス・年忘れ懇親会」 

         会場:クリスタルホテル湘南 

＜平成 28 年＞ 

1 月 24 日(日)  「湘南藤沢市民マラソン」ボラン

ティア参加 

1 月 31 日(日)  「第 3 回湘南新春落語会」 

         会場：藤沢市民会館 

2 月中旬        鎌倉東慶寺観梅・座禅体験・俳句 

 

4 月        [予定]春季ウオーキングの会 

5 月 21 日(土)   第 13 回湘南桜友会総会・懇親会 

         会場：藤沢商工会館ミナパーク 

＜湘南藤沢市民マラソン大会ボランティア活動＞ 

第 6 回湘南市民マラソンは、平成 28 年 1 月 24 日

(日)に開催の予定です。今回も「ＳＵＣ」(湘南藤沢

地区大学同窓会)交流・親睦会のボランティア活動

の一環として参加いたします。毎年、世話役のボラ

ンティア活動に、積極的な参加をしており、今回も

4 名の方が奉仕されます。この件に関しては、当会

幹事長の野口へご連絡をお願い致します。 

〒251‐0038 藤沢市鵠沼松が岡 4-16-26  

℡0466-22-2575 野口記一 

＜湘南桜友会ホームページと連絡先について＞ 

http://gakushuin-shonanou.jimdo.com/ 

学習院桜友会のホームページへもリンクしていま

す。又皆様の活動状況,情報等の投稿をお待ちして

います。 

事務局野口 E-メール ryunorinogu@gmail.com 

宛てご一報ください。 


